
　

明
治
22
年
の
大
水
害
に

次
ぐ
災
害
や
被
害
を
も
た

ら
し
た
台
風
12
号
で
、多

く
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
ご
遺
族
の
方
々
や

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。
台
風
が
去
っ
た

あ
と
も
、土
砂
ダ
ム
や
、地

盤
が
ゆ
る
ん
だ
山
肌
に
警

戒
す
る
日
々
が
続
き
ま
す

が
、大
災
害
に
ひ
る
む
こ
と

な
く
復
興
を
成
し
遂
げ
た

先
人
の
姿
を
想
い
、村
民
が

一致
団
結
し
て
村
の
復
興
に

向
け
、前
進
し
ま
し
ょ
う
。

村報とつかわ 
むらづくりのキャッチフレーズ  「心身再生の郷」 

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 

２０１１ .9 .26

災害臨時号
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2日21時 2日21時

支
援
活
動
や
地
域
活
動
な
ど
の
情
報

を
、十
津
川
村
の
復
旧
・
復
興
に
携
わ
る

す
べ
て
の
人
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
願

い
、発
行
し
ま
す
。（
災
害
復
興
の
喧
噪
の

中
、心
遣
い
が
行
き
届
か
な
い
内
容
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、ご
容
赦
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。）

●
村
に
大
き
な
爪
跡
と
災
害
史
を
刻

ん
だ
台
風
12
号
の
全
貌

　

８
月
25
日
に
マ
リ
ア
ナ
諸
島
近
海
で

発
生
し
た
台
風
12
号
。
大
き
な
台
風
の

目
か
ら
渦
巻
く
雲
が
、強
い
勢
力
を
保
っ

た
ま
ま
日
本
の
南
海
上
を
ゆ
っ
く
り
と

北
上
し
、９
月
３
日
10
時
前
に
高
知
県

東
部
に
上
陸
し
ま
し
た
。
３
日
18
時
頃

に
岡
山
県
南
部
に
再
上
陸
、４
日
未
明

に
山
陰
沖
に
抜
け
ま
し
た
。

　

降
り
始
め
か
ら
９
月
４
日
24
時
ま
で

の
総
雨
量
が
十
津
川
村
風
屋
で
１
３
５

８
ミ
リ
を
観
測
す
る
な
ど
、各
地
で
記
録

的
な
雨
量
と
な
り
、和
歌
山
県
、奈
良
県

な
ど
で
死
者
計
24
名
、行
方
不
明
者
53

名
、負
傷
者
50
名
、住
宅
の
全
壊
・
半
壊

合
わ
せ
て
78
棟
、住
宅
の
床
上
浸
水
１
３

１
５
棟
、床
下
浸
水
３
７
８
６
棟
、が
け

崩
れ
１
０
７
か
所
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。（
消
防
庁
調
べ
９
月
５
日
11
時
現
在
）

●
そ
の
と
き
何
が
起
き
た
！
台
風
接

近
か
ら
一
過
ま
で

　

９
月
２
日
未
明
か
ら
降
り
出
し
た
雨

　

ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
度
で
、大
き
な
勢

力
を
保
っ
た
ま
ま
近
畿
地
方
や
四
国
地

方
を
襲
っ
た
台
風
12
号
。
道
を
寸
断
し

集
落
を
孤
立
さ
せ
、水
・
電
気
・
通
信
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

と
共
に
人
的
被
害
を
発
生
さ
せ
、明
治

22
年
の
大
水
害
以
降
、最
大
の
被
害
を

村
に
与
え
ま
し
た
。

　

４
日
未
明
に
山
陰
沖
を
抜
け
た
台
風

は
、な
お
も
勢
力
を
保
ち
、広
範
囲
に
多

く
の
雨
を
降
ら
せ
ま
し
た
。
風
雨
が
お

さ
ま
り
、消
防
団
、自
衛
隊
、警
察
、国
、

県
の
方
々
、職
員
、地
域
の
方
々
が
本
格

的
に
災
害
調
査
を
行
う
に
つ
れ
、次
々
と

明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
被
害
状
況
か
ら
、

災
害
の
大
き
さ
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

80
歳
を
迎
え
て
い
る
方
が
記
者
の
問

い
か
け
に「
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
て
初
め

て
経
験
し
た
災
害
」と
答
え
た
よ
う
に
、

村
民
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
に

直
面
し
ま
し
た
。

　

復
旧
・
復
興
が
い
つ
に
な
る
の
か
、そ

の
先
が
見
え
な
い
毎
日
に
膝
を
つ
く
日
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、先
人
た
ち
を
始

め
こ
れ
ま
で
村
を
守
り
育
て
て
き
た

方
々
の
た
め
、そ
し
て
、住
民
の
暮
ら
し

を
守
り
育
て
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

「
頑
張
ろ
う
ら
！
十
津
川
郷
」を
合
言
葉

に
心
を
ひ
と
つ
に
し
、復
旧
・
復
興
に
向

け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
村
報
と
つ
か
わ
災
害
臨
時
号

は
、台
風
12
号
に
関
す
る
被
害
状
況
、

被
害
の
概
要

村の災害史を刻んだ
台風１２号（２０１１．９．２から）

レーダー画像 気象衛星赤外画像 8月30日～9月4日のアメダス期間降水量
1200mm以上
1000mm以上

け
ん
そ
う
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路
崩
落
↓
孤
立　
【
午
後
】長
殿
谷
で
せ

き
止
湖
発
見
、芦
廼
瀬
の
藤
村
プ
ラ
ン
ト

で
電
気
シ
ョ
ー
ト
に
よ
る
火
事
覚
知
↓

１
時
間
後
鎮
火
、避
難
勧
告
発
令（
小

井
・
湯
之
原
）、防
災
ヘ
リ
に
よ
る
人
工
透

析
患
者
の
搬
送

▼
９
月
６
日【
午
前
】国
交
省
応
援
チ
ー

ム
到
着

▼
９
月
８
日【
午
前
】今
西
に
避
難
勧
告

及
び
ヘ
リ
で
住
民
を
吊
り
上
げ
移
動
、医

療
救
護
班
が
巡
回
診
療
開
始

▼
９
月
８
日【
午
後
】避
難
指
示
発
令

（
長
殿
、宇
宮
原
、上
野
地
、小
井
、今
西
、

桑
畑
、重
里
）

▼
９
月
９
日【
午
後
】県
が
十
津
川
村
現

地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、重
里（
一

部
）避
難
指
示
解
除

▼
９
月
13
日【
午
前
】山
天
の
避
難
希
望

者
６
名
を
五
條
市
へ
移
送（
陸
上
自
衛
隊

協
力
）、村
内
金
融
機
関
復
旧
、村
社
会

福
祉
協
議
会
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
設
置

▼
９
月
16
日【
午
前
】避
難
勧
告
発
令

（
重
里（
一
部
）24
世
帯
45
人
）、警
戒
区

域
設
定（
長
殿
・
宇
宮
原
・
上
野
地
の
河

川
に
近
い
集
落
）

●
人
的
被
害
状
況（
９
月
19
日
現
在
）

▽
死
者（
４
名
）▽
行
方
不
明
者（
８
名
）

▽
重
傷（
３
名
）

●
建
物
被
害（
９
月
19
日
現
在
）

▽
全
壊（
12
棟
）▽
半
壊（
１
棟
）▽
床
上

浸
水（
７
棟
）▽
床
下
浸
水（
７
棟
）

●
孤
立
集
落（
最
大
時
）

▽
10
地
区

は
、そ
の
雨
音
を
強
め
な
が
ら
豪
雨
と
な

り
、長
期
に
渡
り
と
ど
ま
る
こ
と
で
、村
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
次
に

今
回
の
台
風
で
起
き
た
主
な
出
来
事
を
時

系
列
に
並
べ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
９
月
２
日【
午
前
】国
道
１
６
８
号
・

４
２
５
号
・
県
道
・
村
道
・
林
道
・
農
道

雨
量
規
制
通
行
止
、大
雨
警
報
発
令
、災

害
対
策
本
部
設
置
、広
範
囲
１
４
０
０

件
が
停
電【
午
後
】住
宅
被
害
情
報
、自

主
避
難
情
報
、こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
断
線

被
害
、道
路
被
害

▼
９
月
３
日【
午
前
】雨
量
規
制
か
ら
災

害
規
制
に
変
更
、固
定
・
携
帯
電
話
の
不

通
箇
所
が
出
始
め
る
、上
湯
川
で
土
砂

災
害
覚
知
↓
人
的
被
害
と
な
る　
【
午

後
】出
谷
殿
井
地
区
に
避
難
勧
告
発
令
、

長
殿
で
道
路
・
家
屋
被
害
、野
尻
で
人
的

被
害
覚
知
、更
谷
村
長
か
ら
荒
井
知
事

に
電
話
で
災
害
状
況
報
告

▼
９
月
４
日【
午
前
】役
場
庁
内
の
外
線

電
話
が
使
用
不
可
、国
道
１
６
８
号
折

立
橋
落
橋
、県
防
災
統
括
室
に
自
衛
隊

の
災
害
派
遣
要
請
↓
直
後
に
自
衛
隊
の

派
遣
決
定
、桑
畑
櫟
砂
古
付
近
で
国
道

１
６
８
号
崩
落
、大
畑
瀞
決
壊
の
恐
れ

で
避
難
勧
告
発
令（
重
里
・
平
谷
・
桑

畑
）、長
殿
発
電
所
・
家
屋
流
失
↓
人
的

被
害
と
な
る
、内
野
地
区
の
県
道
で
落

橋
・
道
路
決
壊
、五
條
市
大
塔
町
で
せ
き

止
め
湖
出
現　
【
午
後
】天
川
村
・
村
内

旭
で
せ
き
止
湖
出
現
、県
防
災
統
括
室
に

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
援
物
資
を
依
頼

▼
９
月
５
日【
午
前
】沼
田
原
地
区
で
道
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同
町
派
遣
職
員（
敬
称
略
）

　

谷
口　

秀
樹（
同
町
住
民
課
）

　

由
野　
　

格（
同
町
保
健
福
祉
課
）

　

松
尾　

昭
彦（
同
町
総
務
課
）

●
道
路
情
報

▼
大
字
桑
畑
櫟
砂
古
地
内
で
国
道
が
崩

壊
し
た
現
場
は
、仮
設
道
路
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
五
條
土
木
事
務
所

に
よ
る
と
、10
月
中
に
通
行
可
と
な
る
見

込
み
。

▼
大
字
折
立
の
国
道
折
立
橋
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
省
に
よ
る
応
急
復
旧
工
事
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
工
期
は
数
か
月
は
か

か
る
見
込
み
。

●
入
浴
施
設

▼
９
月
23
日
か
ら
昴
の
郷（
星
の
湯
）無

料
開
放（
沸
か
し
湯
）10
時
〜
21
時

●
各
種
情
報

▼
９
月
６
日【
午
後
】前
田
国
土
交
通
大

臣
・
大
西
衆
議
院
議
員
来
村

▼
９
月
７
日【
午
前
】荒
井
県
知
事
来
村

▼
９
月
10
日【
午
前
】五
條
市
長
来
村

【
午
後
】県
南
部
農
林
振
興
事
務
所
長
来

村▼
９
月
11
日【
午
前
】国
交
省
、国
総
研
、

近
畿
地
方
整
備
局
道
路
情
報
管
理
官
来

村【午
後
】自
民
党
谷
垣
総
裁
来
村
、大
西

衆
議
院
議
員
・
滝
衆
議
院
議
員
来
村

▼
９
月
12
日【
午
後
】鹿
野
農
林
水
産
大

臣
来
村

名
）▽
第
８
分
団（
中
川
分
団
長
他
82

名
）▽
第
９
分
団（
榊
本
分
団
長
他
44
名
）

▽
第
10
分
団（
千
葉
分
団
長
他
31
名
）▽

本
部
分
団（
上
東
分
団
長
他
29
名
）

●
県
の
医
療
救
護
班
が
巡
回
診
療

▼
９
月
８
日
・
高
森
の
郷
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
太
陽
、こ
だ
ま
の
里
な
ど
を
２
班

で
巡
回
し
、17
日
現
在
で
５
４
６
名
の
方

の
往
診
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
村
災
害
対
策
本
部
上
野
地
支
所

を
開
設

　

警
戒
区
域
へ
の
一
時
立
入
許
可
証
の

受
付
・
公
布
、各
避
難
所
の
人
数
確
認
な

ど
職
員
５
名
が
常
駐
し
、事
務
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
９
月
22
日
現
在
）

　

☎
０
７
４
６（
68
）０
０
１
７

●
新
十
津
川
町
か
ら
の
支
援

　

本
村
の
復
旧
支
援
に
、新
十
津
川
町

か
ら
３
人
の
職
員
の
方
々
が
派
遣
さ
れ
、

９
月
18
日
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
11
月

ま
で
の
約
２
か
月
間
、村
の
災
害
復
旧
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、同
町
は
、９
月
９
日
に
植
田
町

長
を
本
部
長
と
す
る「
十
津
川
村
緊
急

支
援
対
策
本
部
」を
設
置
し
、本
村
へ
の

義
援
金
の
募
集
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

「
被
災
さ
れ
た
方
々
の
支
援
、十
津
川
村

の
復
旧
・
復
興
の
た
め
町
民
並
び
に
関
係

者
の
方
々
に
広
く
義
援
金
を
募
集
し
た

い
」と
い
う
思
い
に
対
し
、村
民
一
同
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

と
の
連
絡
調
整
▽
総
務
班…

対
策
部
内

の
総
務
▽
マ
ス
コ
ミ
班…

マ
ス
コ
ミ
対
応

窓
口
▽
物
資
班…

救
援
物
資
の
管
理
・

仕
分
▽
建
設
班…

河
川
・
道
路
の
被
災

状
況
調
査
な
ど
▼
９
月
18
日　

村
内
の

村
道
・
林
道
の
被
災
状
況
調
査
の
報
告

書
を
村
長
に
提
出（
52
路
線
・
延
長
１
７

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
調
査
）

【
奈
良
県
防
災
統
括
室
】

▽
９
月
７
日
・
現
地
に
職
員
派
遣（
２
名
）

【
奈
良
県
十
津
川
村
現
地
災
害
対
策
本

部
】

▽
９
月
９
日
・
知
事
に
出
発
報
告
、十
津

川
村
着
、現
地
災
害
対
策
本
部
設
置（
21

名
）

●
地
元
消
防
団
の
活
動

　

台
風
12
号
の
被
害
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
く
中
、国
や
県
、村
よ
り
も
い
ち
早

く
地
域
の
自
主
避
難
者
の
誘
導
や
倒
木

除
去
、土
の
う
積
み
、警
戒
な
ど
を
始
め

た
の
が
、地
元
の
消
防
団
員
の
活
動
で
し

た
。
昼
夜
を
問
わ
ず
、被
災
者
や
災
害

弱
者
の
支
援
や
救
援
を
行
い
、携
帯
や

固
定
電
話
の
通
信
手
段
が
途
絶
え
る
中

で
、防
災
無
線
や
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で
地

域
の
情
報
を
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
消
防
団
に
従
事
す
る
み
な
さ
ま
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。▽
第
１
分
団（
市

原
分
団
長
他
44
名
）▽
第
２
分
団（
阪
口

分
団
長
他
12
名
）▽
第
３
分
団（
西
村
分

団
長
他
36
名
）▽
第
５
分
団（
佐
古
分
団

長
他
42
名
）▽
第
６
分
団（
西
分
団
長
他

18
名
）▽
第
７
分
団（
岡
本
分
団
長
他
28

●
主
な
土
砂
災
害
箇
所

▽
長
殿
地
区（
土
石
流
・
山
腹
崩
壊
）▽

長
殿
谷（
山
腹
崩
壊
に
よ
る
土
砂
ダ
ム
）

▽
長
殿
地
区
濁
谷（
山
腹
崩
壊
）▽
野
尻

地
区（
土
石
流
・
山
腹
崩
壊
）▽
永
井
地

区
大
畑
瀞（
天
然
ダ
ム
越
水
・
渓
岸
浸

食
）▽
栗
平
地
区（
山
腹
全
崩
壊
）▽
杉

清
地
区（
山
腹
崩
壊
）▽
小
井
地
区（
地

す
べ
り
）▽
折
立
地
区（
地
す
べ
り
）▽
上

湯
川
地
区（
が
け
崩
れ
）

●
国
・
県
・
村
な
ど
の
活
動
状
況

【
陸
上
自
衛
隊
】

▼
９
月
５
日
・
第
７
施
設
群
偵
察
部
隊

が
村
に
進
入
▼
９
月
６
日
・
第
36
普
通

科
連
隊
主
力
部
隊
が
村
に
進
入
▼
９
月

６
日
〜
・
行
方
不
明
者
等
の
捜
索
開
始
、

孤
立
地
区
に
空
輸
で
物
資
輸
送
開
始
、

道
路
復
旧
作
業
開
始
、十
津
川
高
校
生

徒
・
教
員
搬
送
、山
天
・
五
百
瀬
地
区
要

救
助
者
搬
送

【
県
消
防
・
防
災
ヘ
リ
】

▼
９
月
５
日
〜
・
患
者
や
医
師
の
搬
送
、

孤
立
者
救
出
、上
空
偵
察
、物
資
輸
送

【
国
土
交
通
省
十
津
川
村
現
地
緊
急
災

害
対
策
本
部
】

▼
９
月
６
日
・
国
交
省
が
十
津
川
村
現

地
緊
急
対
策
本
部
設
置（
18
名
）▼
９
月

７
日
〜
・
同
増
援
派
遣
隊
到
着
▼
９
月

11
日
〜
・
国
本
部
50
名
体
制
で
活
動

（
▽
リ
エ
ゾ
ン
班…

村
と
近
畿
地
方
整
局

復
旧
に
向
け
て
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●
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
が
鳴
ら

な
い　

●
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
い
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い

　

こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
の
連

絡
先
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

☎
０
１
２
０（
６
６
７
）７
４
０

■
総
務
課

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
１

●
村
内
の
道
路
情
報

■
建
設
課

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
４

　

保
健
師
や
看
護
師
が
、子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
や
住
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に

悩
み
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
や
ご
自
身
の
心
配
ご
と
な
ど
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
む
つ
や
粉
ミ
ル
ク
な
ど
の
生
活

物
資
に
つ
い
て

　

在
庫
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、必
要

な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
事
務
所

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
１

●
簡
易
水
道
に
関
す
る
こ
と
・
ゴ
ミ

や
し
尿
の
収
集
・
合
併
浄
化
槽
に
つ

い
て

■
生
活
環
境
課

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
７

●
警
戒
区
域
・
避
難
指
示
・
避
難
勧

告
に
つ
い
て

　

９
月
20
日
現
在
、次
の
地
区
に
発
令

し
て
い
ま
す
。（※

天
候
な
ど
で
発
令
状

況
は
異
な
り
ま
す
）

▼【
警
戒
区
域
】▽
９
月
16
日
15
時
30
分

〜
長
殿
・
宇
宮
原
・
上
野
地
地
区（
国
道

１
６
８
号
か
ら
川
側
付
近
）※

区
域
前

後
の
国
道
で
検
問
が
あ
り
、通
行
に
は
許

可
書
が
必
要（
役
場
及
び
北
部
保
健
セ

ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
で
発
行
）

▼【
避
難
指
示
】▽
９
月
８
日
16
時
17
分

〜
長
殿
・
宇
宮
原
・
上
野
地
▽
17
時
12

分
〜
小
井（
一
部
）・
今
西
全
域
・
桑
畑
本

在
▽
18
時
00
分
〜
桑
畑
櫟
砂
古

▼【
避
難
勧
告
】▽
９
月
19
日
14
時
00
分

〜
重
里
で
国
道
４
２
５
号
か
ら
川
側
付
近

　

朝
、自
宅
を
出
て
出
勤
や
外
出
し
た

方
が
、突
然
そ
の
日
の
午
後
か
ら
自
宅
に

帰
る
た
め
に
許
可
書
が
必
要
だ
と
聞
か

さ
れ
る
と
誰
も
が
戸
惑
う
と
思
い
ま
す
。

９
月
16
日
に
設
定
し
た『
警
戒
区
域
』

は
、住
民
の
日
常
を
奪
い
多
く
の
方
々
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、誠
に
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、村
民
の
命
を
一
番
に

考
え
た
結
果
で
す
。
今
し
ば
ら
く
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　9/8に赤谷の湛水箇所に、ヘリコプターより投下型水位観測ブイを投入し、定期的な水位観測を開始。
その他の監視体制として
　Ku-SAT（衛星画像通信装置）やヘリコプターによる閉塞状態の継続監視。
　ワイヤーセンサーによる土石流発生の感知を実施（実施中）

紀伊半島の土砂災害状況

：川の流れ

※ 資料は速報資料のため、今後の調査により変更の可能性があります。

～調査箇所の閉塞状況～

～緊急水位観測～

投下型水位観測ブイ Ku-SAT（衛星画像通信装置）

十
津
川
村
災
害

対
策
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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を
中
心
に
復
興
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▼
避
難
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

▽
皆
さ
ん
は
村
に
来
ら
れ
て
ど
こ
が
安

全
だ
と
思
い
ま
し
た
か
。
地
域
に
住
ん

で
い
る
人
が
ど
こ
が
一
番
安
全
か
知
っ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
考
え
防

災
組
織
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▼
仮
設
住
宅
の
件
の
意
向
は
？

▽
仮
設
住
宅
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
集
落
の
再
構
築
も
今
後
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、

本
当
に
仮
設
で
良
い
の
か
と
い
う
想
い
も

あ
り
ま
す
。
村
の
資
源
を
利
用
し
た
村

営
住
宅
を
造
る
な
ど
、独
自
で
事
業
化

を
は
か
っ
て
い
く
中
で
、復
興
に
つ
な
が
っ

て
い
け
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仮
設

住
宅
の
件
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

▼
復
興
に
向
け
て
は
？

▽
ま
ず
は
道
路
の
復
興
。
村
は
１
年
の

う
ち
、ト
ー
タ
ル
で
約
１
か
月
に
相
当
す

る
日
数
が
雨
量
規
制
等
で
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。
小
原
〜
折
立
間
、こ
の
19
日

に
開
通
す
る
予
定
だ
っ
た
十
津
川
道
路

が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、命
が
つ
な
が
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
3.2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

区
間
で
あ
る
が
、国
土
交
通
省
が
直
轄
で

造
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
雨
が

降
っ
て
も
ビ
ク
と
も
し
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
道
路
は
、ト
ン
ネ
ル
が
安

心
で
き
る
道
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
観
光

客
は
景
色
が
見
え
な
い
と
言
う
か
も
し

の
判
断
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

▽
勧
告
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
だ

と
い
う
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
の
で
勧
告

し
ま
し
た
。
野
尻
の
時
に
は
、対
岸
で
土

石
流
が
発
生
す
る
こ
と
が
想
定
で
き
ず
、

安
全
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
雨
に
対

す
る
危
険
は
村
民
も
理
解
し
て
い
る
が

予
想
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
判
断
は
極
め
て
難
し
か
っ
た
の
か
？

▽
ま
さ
か
崩
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
広
く
、裏
山
が
崩
れ
る
お
そ
れ

が
な
い
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
に
安
全
だ

と
思
っ
て
住
宅
を
造
っ
て
い
ま
し
た
。
親

も
安
全
だ
と
思
っ
て
そ
こ
へ
避
難
し
て
い

ま
し
た
。
誰
も
が
安
全
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
対
岸
で
山
が
崩
れ
て
、鉄

砲
水
が
発
生
し
、住
宅
を
押
し
流
す
と
い

う
こ
と
は
予
想
で
き
な
か
っ
た
で
す
。

▼
現
在
、避
難
勧
告
に
対
す
る
明
確
な

基
準
が
な
い
が
、今
後
ど
の
よ
う
な
基
準

を
作
っ
て
い
く
の
か
？

▽
数
値
で
ど
う
こ
う
よ
り
、人
間
の
命
が

奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
。

こ
の
よ
う
な
土
地
で
自
然
と
共
に
こ
の
村

は
生
き
て
き
ま
し
た
。
自
然
の
力
に
今

の
実
情
を
あ
て
は
め
て
基
準
を
考
え
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

我
々
は
こ
の
村
に
生
き
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▼
こ
の
村
を
今
後
ど
う
や
っ
て
盛
り
立
て

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
か
？

▽
現
在
、林
業
が
不
振
で
す
。
手
入
れ

不
足
で
山
は
弱
っ
て
き
ま
し
た
。
山
に

お
返
し
す
る
こ
と
が
責
務
。
林
業
振
興

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。
道
路
の
復
旧

が
生
き
抜
く
た
め
の
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。

　

一
番
感
じ
る
こ
と
は
情
報
が
村
民
に

伝
わ
っ
て
い
か
な
い
難
し
さ
で
す
。
役
場

と
村
民
と
い
う
双
方
通
信
が
い
か
に
大

事
か
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

大
雨
が
降
り
続
き
、次
々
と
災
害
が

押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
が
、住
民
の「
安

全
・
安
心
の
た
め
」と
い
う
こ
と
を
基
軸

に
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
。
土
砂
ダ
ム

の
決
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、避
難
指

示
を
行
い
ま
し
た
。
何
か
あ
っ
て
命
を

落
と
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

命
を
守
る
た
め
に
危
険
と
思
え
ば
指
示

を
し
ま
す
。

▼
土
砂
ダ
ム
の
赤
谷
に
つ
い
て
見
解
は
？

▽
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
決
壊
す
る
と
土

石
流
や
鉄
砲
水
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
住
民
に
伝
え
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
ダ
ム
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
伝
え
て
も

ら
い
た
い
と
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
の
情

報
を
も
と
に
村
民
に
状
況
を
伝
え
ま
す
。

▼
少
し
ず
つ
水
位
は
下
が
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
。

▽
下
が
っ
て
い
る
こ
と
に
安
心
は
し
て
い

ま
す
が
、雨
が
降
る
と
水
か
さ
が
増
し
ま

す
。
そ
の
状
況
を
見
て
村
民
に
伝
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
３
日
に
村
営
住
宅
が
流
さ
れ
た
件
に

つ
い
て
、そ
の
時
点
で
は
殿
井
地
区
に
の

み
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

判
断
は
、ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
今
は
そ

●
運
転
免
許
証
の
再
交
付
、更
新
手

続
き
に
つ
い
て

　

災
害
に
よ
り
運
転
免
許
証
を
紛
失
等

さ
れ
た
方
や
免
許
証
の
有
効
期
限
ま
で

に
手
続
き
が
で
き
な
い
方
の
再
交
付
手

続
き

■
五
條
警
察
署
十
津
川
警
察
庁
舎

　

☎
０
７
４
６（
63
）０
１
１
０

●
更
谷
村
長
共
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
９
月
10
日
午
後
）／
村
か
ら
伝
え
た

い
こ
と　
　
　
　
　
（
▽
村
長
▼
記
者
）

▽
９
月
１
日
か
ら
10
日
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
大
変
大
き
な
被
害
と
な

り
、明
治
22
年
の
大
災
害
の
再
来
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
先
人
が
乗
り
越

た
よ
う
に
、村
民
が
一
つ
に
な
っ
て
乗
り

越
え
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
が
先
人
に
感
謝
す
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
支
援
を
い
た
だ
き
、何
と
し
て

も
こ
の
村
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
皆
さ
ん

に
お
願
い
を
し
ま
す
。

　

こ
の
村
の
移
動
手
段
は
道
路
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
、国
道
１
６
８

号
線
の
復
旧
、県
道
・
林
道
の
整
備
を
皆

復
興
に
向
け
て

関
係
機
関
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か
？

▽
住
民
の
中
に
は
、一
人
に
な
っ
て
も
親

し
み
の
あ
る
場
所
で
生
活
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
親
し
み
の
あ
る

場
所
が
あ
る
の
に
、新
し
い
場
所
に
移

ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
ど
う
集
約
す
る

か
は
難
し
い
問
題
で
す
。
ま
ず
は
、集

落
に
賑
わ
い
を
出
す
こ
と
で
、人
口
を

増
や
す
た
め
の
努
力
を
し
ま
す
。
96
％

が
山
で
あ
る
こ
の
村
は
、山
を
基
軸
に

し
た
努
力
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
こ
の
た
び
の
台
風
12
号
の
被
災
に
対

し
、温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
や
支
援

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
復
興
の
道
の
り
は
長
い
で
す
が
、

多
く
の
み
な
さ
ん
の
支
援
や
協
力
が

あ
っ
た
事
を
将
来
に
伝
え
て
い
け
る
よ

う
復
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
も

十
津
川
村
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

災
害
臨
時
号
に
つ
い
て
、今
後
し
ば

ら
く
の
間
は
、所
定
の
用
紙
一
枚
で
随
時

発
行
す
る
予
定
で
す
。　

れ
ま
せ
ん
が
、現
在
の
道
路
で
景
色
を

見
な
が
ら
運
転
で
き
る
よ
う
な
人
は
い

ま
せ
ん
。
ト
ン
ネ
ル
と
ト
ン
ネ
ル
の
間

の
橋
で
降
り
て
も
ら
い
、き
れ
い
な
景
色

を
み
て
い
た
だ
く
ほ
う
が
こ
ち
ら
も
安

心
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
し
か

守
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

▼
避
難
指
示
を
出
し
て
い
る
が
、現
地

に
行
く
と
あ
ま
り
避
難
し
て
い
る
人
が

い
な
い
。
実
効
性
と
し
て
は
ど
う
な
の

か
？

▽
天
気
が
よ
く
太
陽
が
煌
々
と
し
て
い

る
中
で
、24
時
間
な
ぜ
避
難
場
所
で
す

ご
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、避
難
し
て

も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
、自
分
の
命

は
自
分
で
守
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
住
民
に
伝

え
て
い
き
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。　

　

避
難
指
示
に
つ
い
て
は
ず
っ
と
言
い

続
け
て
い
ま
す
が
、土
砂
ダ
ム
が
安
定

し
た
状
況
に
な
ら
な
い
と
解
除
で
き
ま

せ
ん
。
決
壊
し
た
と
き
に
ど
う
伝
え
る

か
が
大
事
。
一
つ
は
サ
イ
レ
ン
。
行
政

で
全
て
徹
底
し
ろ
と
い
う
の
は
無
理
で

す
が
、努
力
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

シ
ン
プ
ル
に
伝
え
る
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

▼
集
落
の
再
編
に
つ
い
て
、住
民
の
意
見

を
聞
く
よ
う
に
指
示
を
出
し
て
い
る
の

御
礼

あ
と
が
き

こ
う
こ
う
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災
害
臨
時
号

みんなの思いがロゴになりました。

十津川に昇る太陽

※復興応援ステッカー（3,300枚）を五條ロータリークラブ（会長：犬飼正志）様より制作・提供いただきました。


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08

